
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分散会名 参加者

数 

 分散会名 参加者

数 

A-1 新型ユニット型を中心に １８名 E ケアハウス・有料老人ホーム など １４名

A-2① 豊かな日常を支える① ２０名 F 養護老人ホーム ９名

A-2② 豊かな日常を支える② ２０名 G‐1 ホームヘルプサービスを中心に １２名

A-3 認知症の方のケア ２５名 G‐2 グループホームケア １２名

A-4① 重度化した高齢者への対応① １７名 G‐3 小規模多機能施設 １０名

A-4② 重度化した高齢者への対応② １８名 G－4 地域づくり、コミュニティケア・ 

在宅介護で困難な事例の対応 

１８名

A-5 食を考える １４名   

B 食を支える １７名 Ｈ 安心・安全な生活 １５名

Ｃ 医療・健康管理を考える １３名 I 職場づくり ２５名

D‐1① ショートステイの取り組みを中心に① １７名 Ｊ 家族介護者を支える １２名

D－1② ショートステイの取り組みを中心に② １６名 Ｋ 情報共有を考える １９名

D－2① 通所のとりくみを中心に① １５名 Ｌ 事務の役割を考える １７名

D－2② 通所のとりくみを中心に② １３名    

D－2③ 通所のとりくみを中心に③ １５名    

      

ち も だ ん ず 
２１・老福連  

第１１回職員研究 

交流集会実行委員会 

広報担当  発行 

＜速報４号＞ 

分科会の始まりです！ 
１２のテーマ（分科会）で２５の分散会。色彩豊
かな個性ある語りの学びができました。 
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発表もすごいと思ったら意見

交換はさらにすごかった！！

全国の人との交流をして 

いろいろな考え方があること

に感動。 

（京都/介護員/老健） 

業務に追われている毎日だが

「豊かな援助実践」というテ

ーマにひかれて参加。ほかの

取り組みを聞きたかった。 

どこも大変と実感。みんなで

頑張りましょう！！ 

（島根/介護員/特養） 

震災で大変だったのに開催できたことに

感動！！ 

中堅になり放任され、いつでも辞めてや

る！！と思っていた自分が今日からまた

やれるといつもリフレッシュさせてくれ

て感謝してます。 

（兵庫/介護員/特養） 

自分たちの取り組みを発表し

て、いろいろな質問・意見を

いただいた。今後の課題が明

るみになってよかった。 

（福島/介護員/特養） 

助言者からの話が新鮮。 

いつもの上司からの話はマンネリ化して

しまうが、今日は新鮮な意見として受け止

められた。 

人員体制の話とか、持ち帰れる大切なおみ

やげになった。 

（福島/事務員/特養） 

初めて参加。面白く参加（？）楽しくできとても有

意義。 

来年も上司に行けと言われることを期待している。

「職場作り」のテーマはとても良いと思う。これか

らも続けてほしい。 

交流することが大事なんだと思う。 

（東京/ 介護員/在宅支援（ショート・デイ）） 

すごく盛り上がっていた。参加者同志で意見交

換できて交流が図れた。 

皆さん真剣であっという間に時間が過ぎまし

た。 

 

（東京/ 介護員/在宅支援（ショート・デイ））


